






目的 

昨年の本会議では,女子医大と松戸クリニックに通院中の小児てんかん患者のうち,ESM 服

例に抗核抗体検査を施行し,その陽性率を報告したが,両施設での陽性率に大きな差を認め

た。女子医大の症例は中検で,松戸クリニックの症例は SRL に依頼して検査を行っており,

又,検査の方法も抗ONA抗体は,両検査室共富士臓器製ONAテストを用いたが,抗核抗体は女

子医大中検では,ニワトリの赤血球を用いた間接螢光抗体法,SRL ではマウスの肝細胞を用

いた間接螢光抗体法であった為,検査方法,検査室の違いにより,抗核抗体陽性率に差を生

じたのか否かを検討した。 


